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北
海
道
室
蘭
・
苫
小
紋
田
市
と
当
邸
宅
結
ぶ

力

フ

工

リ
i
就
航
を
記
意
し
て
¥
岡
市
と
当

町
の
末
ま
い
友
情
灯
と
親
善
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

の
記
意
木
を
¥
相
互
に
受
換
す
る
こ
と
を
約
し

て
お
り
ま
し
疋
が
、
そ
の
植
樹
式
を
週
日
行
な

い
ま
し
だ
。

先
ず

¥
6月
科
目
巳
苫
小
紋
市
か
ら
沢
田
助

役
と
田
中
東
京
事
務
所
長
ガ
来
町
さ
れ
¥
北
海

道
に
多
い
イ
チ
イ
と
赤
松
の
木
各

5
本
を
、
当

明
の
竹
内
町
長
、
伊
藤
部
議
長
と
共
に
大
洗
文

化
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
植
樹
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
¥
当
町
か
ら
は

6
月
泊
自
に
室

一
関
市
へ
大
洗
青
年
会
議
所
(
米
川
敏
文
理
事

長
)
の
皆
さ
ん

M
名
ガ
¥
翌
行
日
に
は
苫
小
枝

市
に
大
洗
昭
商
工
会
青
年
部
(
今
関
忠
之
部

長
)
の
皆
さ
ん

U
名
、
か
¥
そ
れ
ぞ
れ
町
長
の
メ

ツ
セ
!
ジ
を
携
え
訪
問
し
¥
植
樹
式
に
臨
み
ま

し
た
。

室
蘭
市
で
は
加
藤
木
師
役
¥

を
は
じ
め
関
偶
者
ガ
列
席
し
¥

に
拡
ガ
る
鵠
溜
公
雷
の
一
隅
に
¥
ま
だ
¥

枚
市
で
は
板
小
山
口
市
長
¥
沢
田
助
役
を
は
じ
め
多

数
の
関
係
者
に
迎
え
ら
れ
¥
市
役
所
の
広
い
前

震
に
¥
そ
れ
ぞ
れ
¥
大
洗
町
か
ら
の
町
木
μ
黒

松
ρ

と
田
花
μ

つ
つ
じ
ρ

の
苗
木
各

5
本
を
植

樹
し
ぎ
し
た
。

重
に

¥
7月
4
臼
に
は
室
蘭
市
か
ら
加
藤
木

師
役
¥
松
山
市
議
会
議
長
を
は
じ
め
関
係
の
皆

さ
ん
ガ
来
町
さ
れ
¥
竹
内
町
長
¥
菅
原
議
長
ら

町
関
係
者
と
共
に
室
蘭
市
の
花

μ
蝦
夷
山
つ
つ

じ
ρ

刊
本
を
大
洗
文
化
セ
ン
タ
!
前
広
場
に
植

樹
し
ま
し
だ
。

こ
れ
に
よ
り
¥
苫
小
紋
・
室
蘭
田
市
民
と
大

洗
町
民
と
の
聞
に
友
怒
と
親
善
の
太
い
幹
ガ
一

麗
強
<
結
ば
れ
¥
季
節
に
は
美
し
い
花
を
咲
す

こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

&大洗文化センター前広場でイチイの苗木を植樹する沢田苫小牧市助役と竹内町長

ぬ大洗のつつじを植樹する板谷市長と今関膏年部長
傘大洗青年会議所の訪問自

&大洗町商工会青年部の訪問団

正弘植樹風景
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去
る
六
月
二
十
六
日
の
定
例
町
議
会

で
、
右
記
の
方
の
教
育
委
員
任
命
が
同

意
さ
れ
本
町
に
お
い
て
は
、
初
め
て
女

性
の
教
育
委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

住
所
大
洗
町
磯
浜
町
一
一
二
三
七

t"' 

教
育
委
員大
谷
正
明
氏

金
輔
教
委
連
表
彰

ら通うおお

教
育
委
員
大
谷
正
明
氏
(
六
十
一
歳

夏
海
郵
便
局
長
)
は
、
今
般
、
多
年
に

わ
た
り
地
方
教
育
行
政
の
重
賞
を
に
な

い
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合

会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
っ
ご
ざ
い
ま
す
。

高

須

千

恵

昭
和
十
年
七
月
二
十
五
日
生

高
須
さ
ん
は
、
茨
城
大
学
教
育
学
部

卒
業
後
、
磯
浜
小
学
校
、
大
貫
小
学
校

教
諭
と
し
て
十
年
間
勤
務
さ
れ
、
今
後

女
子
教
育
の
充
実
指
導
の
窃
か
ら
ご
活

践
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
前
委
員
増
田
栄
一
氏
が
退
任

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
教
育
委
員
会
の
構

成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
洗
町
教
育
委
員
会
(
五
名
)

委

員

長

関

野

清

兵

衛

委

員

大

谷

正

明

茂

木

清

文

十
日
向
須
千
恵

m
田

口

A
開
巾
士
口

氏
名11 

教
育 11
長

昭
和
問
年
度
鍾
奥
職
員
表
彰

O
県
町
村
会
長
表
彰
(
年
度
問
表
彰
)

魚
市
場
管
理
審
文
江
橋
喜
久
雄

O
東
茨
城
郡
町
村
会
長
表
彰

(
昭
和
郎
年
3
ロ
月
話
回
付
)

昭和60if.8月1日

山
山
納
室
長

管
理
係
長

社
教
係
長

特
定
開
発
係
長

業
務
係
長

農
政
係
長

治典常真

都宮大芳関鈴

可崎谷賀根木

↑専

商
工
観
光
係
長

保
健
衛
生
係
長

主

幹

広

照今小中飛稲関J11井桜吉
野野

沼関沼谷田辺根俣上井 )11

男夫夫一強之

会三技

事幹

男努美
古
由
ん
口

車
円

テ
ル
子

歌

子

喜
美
子

健

司

悦

子

千
恵
子

j青裕

11 11 11 

し
物

2
i
4
日

5 
日
6
1
8
日

目
白
日
日
比
日
打
包
回
日

閉
ょ
う

機
的
審
鹸

一
刻
も
早
く
水
か
ら
助
け
上
げ
て
、

意
識
を
失
っ
て
い
る
と
き
は
す
ぐ
人
工

呼
吸
を
す
る
こ
と
。

。
助
け
上
げ
る
と
き

お
ぽ
れ
て
い
る
人
を
見
た
と
き
は
、

あ
わ
て
て
飛
び
込
ん
だ
り
せ
ず
、
ま
ず

近
く
に
あ
る
も
の
棒
で
も
ロ

l
プ
で
も

と
に
か
く
相
手
に
つ
か
ま
ら
せ
る
も
の

を
投
げ
与
え
ま
す
。
そ
ば
ま
で
泳
い
で

い
か
な
く
て
は
助
け
ら
れ
な
い
場
合
は

し、
つ

い
で

お
ぼ
れ
て
い
る
人
の
手
首
か
衣
類
を
つ

か
む
な
り
、
背
後
か
ら
腕
や
清
一
な
ど
を

つ
か
む
よ
う
に
し
ま
す
。
正
面
か
ら
で

は
、
し
が
み
つ
か
れ
て
お
互
い
お
ぼ
れ

か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

O
助
け
上
げ
た
ら

す
ぐ
に
旅
を
調
べ
ま
す
。
脈
が
な
く

呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
れ
ば
人
工
呼
吸
と

心
臓
マ
ッ
サ

i
ジ
を
し
ま
す
。
水
を
欽

ん
で
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
れ
ば
水
を
吐

か
せ
て
か
ら
人
工
呼
吸
を
行
い
ま
す
。

人
工
呼
吸
は
、
口
を
つ
け
て
息
を
吹

き
込
み
、
肺
に
空
気
を
送
り
込
む
こ
と

が
大
事
で
す
。
口
の
中
に
泥
が
詰
ま
っ

て
い
れ
ば
、
指
先
に
ハ
ン
カ
チ
か
何
か

を
巻
い
て
ぬ
ぐ
い
と
り
、
呼
吸
を
し
や

す
い
状
態
に
し
ま
す
。
人
工
呼
吸
と
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
時
間
が
か
か
っ
て
も

救
急
車
が
来
る
ま
で
休
ま
ず
行
い
ま
す
o

h
u
l
て
い
る
衣
服
は
取
り
替
、
ぇ
、
毛
布
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臼
本
の
祭
り
第
4
部

モ
ル
モ
ン
・
タ
パ
ナ
ク
ル
合
唱
団
公
演

シ
モ

i
ネ
(
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
)
公
演

。
。

エ
キ
ス
ポ
プ
ラ
ザ
で
は
、
こ
の
ほ
か
各
留
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ

i
や
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ウ
イ
i
ク
の
催
し
が
あ
り
、
世
界
の
祭
り
や
芸
能
が
楽
し
め
ま
す
。

〈
エ
キ
ス
ポ
ホ

i
ル〉

日

i
u日
母
と
子
の
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
シ
ョ

i
」

日
i
M
自
国
際
こ
ど
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
i
四
日
科
学
万
博
こ
ど
も
劇
場

m
l
m臼
科
学
万
博
こ
ど
も
劇
場

詳
し
く
は
財
団
法
人
国
際
科
学
技
術
博
覧
会
協
会
本
部
催
事
部
・
電
話
0
2

9
8
(
ω
)
1
9
8
5
附
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
ど
で
く
る
ん
で
保
温
し
ま
す
。
又
吐

き
そ
う
に
な
っ
た
ら
顔
を
横
向
き
に
し

て
、
吐
き
や
す
い
よ
う
に
し
て
や
り
ま

す
。
そ
し
て
一
刻
も
早
く
病
院
へ
。

(
大
洗
町
消
防
署
〕

く鞠
9開9由jま「救急の口J
この昌老若舎む1)覇簡は

「救急車室療i盟関」

科
学
万
誌
の
会
場
に
あ
る
「
エ
キ
ス
ポ
プ
ラ
ザ
」
や
「
エ
キ
ス
ポ
ホ

i
ル」

で
は
連
日
楽
し
い
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
と
は
一
味
ち

が
っ
た
楽
し
い
シ
ョ
ー
が
見
ら
れ
る
の
も
、
科
学
万
博
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

夏
休
み
中
は
、
特
に
子
供
向
け
の
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

8
月
の
、
手
作
品
催
し
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

〈
エ
キ
ス
ポ
プ
ラ
ザ
〉

-
R

日
本
国
際
青
少
年
音
楽
祭

日
本
の
祭
り
第
3
部

鼓
笛
バ
ン
ド
大
会

「
間
際
ジ
ュ
ネ
一
ス
」
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
や
っ
て
き
た
」
(
東
京
都
交
響
団
演
奏
)

「
ハ
レ

l
す
い
星
接
近
/
」
サ
イ
エ
ン
ス
・
シ
ョ

l

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ロ
ッ
ク
・
コ
ン
サ

i
ト

E
X
P
O
7
1チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

全
国
青
少
年
弦
楽
大
演
奏
会

彩
も
あ
、
ざ
や
か
に

今
年
も
グ
さ
っ
き
嬢
4

です

大
洗
町
さ
っ
き
悶
好
会
(
海
老
沢
好

一
会
長
)
で
は
、
今
年
も
恒
例
の
き
っ

き
展
示
会
を
去
る
6
月
6
日
か
ら
9
日

ま
で
、
曲
松
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
約
制
鉢
の

J
c
っ
き
。

は
、
日
頃
の
丹
精
に
報
い
る
か
の
よ
う

に
色
彩
も
豊
か
に
誇
ら
し
げ
に
咲
き
、

一
般
の
愛
好
者
の
口
討
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

審
査
の
結
巣
、
次
の
方
々
が
入
賞
し

ま
し
た
。

入

賞

者

鈴
木
利
哉
・
飛
田
芳
蔵
・
松
葉
定
光
・

小
野
瀬
勇
ニ
・
巌
崎
東
明
・
亀
山
猛
・

榎
本
正
七
・
今
村
実
・
鴨
志
臼
和
市
・

鴨
川
靖
・
海
老
沢
好
一
・
関
根
和
雄
・

清
水
喜
兵
衛
・
前
島
清

ふ
え
る
匿
療
費
は

誰
が
負
担
す
る
の
で
し
ょ
う
?

六
十
年
に
入
り
国
保
の
医
療
費
が
急

に
ふ
え
は
じ
め
ま
し
た
。
五
十
九
年
度
五

月
分
医
療
費
(
町
支
払
分
)
は
五
回
、
九

七
ニ
千
円
で
あ
り
ま
し
た
が
、
六
十
年

五
月
分
医
療
費
は
六

O
、
五
七
九
千
円

で
、
前
年
同
月
比
で
一

0
・
二
%
も
ふ

え
て
き
ま
し
た
。
更
に
高
額
療
養
費
が

大
巾
改
善
に
よ
り
三
一
一
一
%
も
ふ
え
て
お

り
、
国
保
財
政
は
ピ
ン
チ
の
状
態
に
追

い
込
ま
れ
主
っ
と
し
て
い
ま
す
。
陸
療
費

は
十
年
間
で
一
一
一
倍
に
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
ふ
え
れ
ば
ふ
え
る
ほ
ど
、
そ

れ
に
つ
れ
て
保
険
税
も
ふ
え
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
医
療
費
が
毎
年
ふ

え
、
み
な
さ
ん
の
負
担
も
ふ
、
え
つ
づ
け

て
ゆ
く
状
況
の
下
で
は
、
い
や
で
も
医

療
費
を
意
識
し
、
医
療
費
の
節
約
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
療
費
に

関
心
を
持
つ
こ
と
が
、
医
療
費
節
約
の

第
一
歩
で
す
。
わ
た
し
た
ち
の

気
ず
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
医
療

費
の
無
駄
づ
か
い
を
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん。

ハ
シ
ゴ
受
診
が
多
く
回
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
次
か
ら
次
へ

と
お
医
者
さ
ん
を
か
え
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
三
ヶ

所
の
お
医
者
さ
ん
へ
か
か
れ

ば
そ
れ
ぞ
れ
の
お
医
者
き
ん

か
ら
薬
が
出
ま
す
。
三
ヶ
所

分
を
一
度
に
飲
む
こ
と
は

O

高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て

一
人
の
人
が
一
ヶ
月
(
月
の
一
日
か
一
つ
の
世
帯
で
、
高
額
療
養
費
の

ら
末
日
ま
で
)
一
つ
の
病
院
、
診
療
所
に
陸
療
費
を
年
4
回
以
上
支
払
っ
た
場

五
万
一
千
円
以
上
の
医
療
費
を
自
己
負
合
は
、

4
回
目
以
後
か
ら
、
三
万
円

担
し
て
支
払
っ
た
場
合
は
五
万
一
千
円
を
差
引
い
た
額
が
一
一
・
コ
手
丹
後
に

を
越
え
た
額
が
こ
・
コ
マ
ヶ
丹
後
に
払
い
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

一
良
さ
れ
ま
す
。

ニ
人
以
上
の
患
者
の
場
合
は

一
つ
の
世
帯
で
、
一
ヶ
月
一
一
一
万
円
以

上
の
医
療
費
の
支
払
い
が

2
回
以
上
あ

る
場
合
は
合
算
し
て
五
万
一
千
円
を
越

え
た
分
が
、
ニ
・
三
ヶ
月
後
に
払
い
戻

き
れ
ま
す
。

年
4
回
以
上
の
場
A
4
3

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
結
局
す
て
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ

れ
が
無
駄
づ
か
い
に
つ
な
が
り
ま

す。
2
、
深
夜
、
休
日
、
時
間
外
受
診
は
、

な
る
べ
く
さ
け
ま
し
ょ
う
。
こ
の

時
間
に
治
療
を
、
つ
け
る
と
割
増
料

金
を
と
ら
れ
ま
す
。

3
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

O
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養

O
充
分
の
睡
眠
と
休
養

O
適
度
の
運
動

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

ず
か
い
が
医
療
費
増
大
の
大
き
な
歯

止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
医
療
費
に

強
い
関
心
を
持
ち
節
約
に
心
が
け
ま

l
v
ょ、つ。

O
保
健
セ
ン
タ
!
の
検
診
は
す
す
ん

で
受
け
ま
し
ょ
、
っ
。
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日
抗
弘
口

紅
羽
泊
。去

る
6
月
訪
日
倒
、
老
人
憩
の
家
・

ゲ
l
ト
ボ
!
ル
場
(
ニ
面
)
で
大
洗
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
大
洗
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
後
援
に
よ
り
第
二
回
大
洗
町

高
齢
者
ゲ

i
ト
ボ

l
ル
大
会
が
盛
大
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
も
ょ
う
の
天
候
に
も
か
か

わ
ら
ず
町
内
の
日
チ

i
ム
が
参
加
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
り
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
一
戦
一
戦
に
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

特
に
大
蔵
会
チ

i
ム
と
券
会
的
チ
ー

ム
の
決
勝
戦
は
接
戦
に
つ
ぐ
接
戦
で
却

分
間
の
時
間
ぎ
れ
同
点
で
両
チ

l
ム
全

員
に
よ
る
第
一
ゲ

i
ト
通
過
に
よ
る
延

(3)第164号

小

関

の

熱

母
親
が
子
供
に
対
し
て
一
番
心
配

す
る
の
が
か
熱
。
で
あ
る
。
「
訂
度
2

分
熱
が
出
た
の
で
、
学
校
を
休
ま
せ

て
連
れ
て
き
ま
し
た
。
だ
っ
て
こ
の

子
は
平
熱
が
お
度
5
分
で
す
か
ら
、

幻
度
2
分
は
熱
が
あ
る
方
で
す
よ
?
」
、

幻
度
を
越
、
え
た
ら
微
熱
と
云
う
の
は

大
人
に
つ
い
て
の
考
え
所
で
あ
っ
て
、

食
慾
が
あ
っ
て
、
元
気
が
よ
け
れ
ば

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
は
機
械

で
は
な
く
、
生
き
物
な
ん
だ
か
ら
い

つ
も
目
度
5
分
と
一
声
、
つ
事
は
お
か
し

い
の
で
す
。
又
、
朝
診
て
官
民
っ
た
が

夜
に
な
っ
て
も
熱
が
下
ら
な
か
っ
た

と
か
、
下
熱
剤
を
飲
ん
だ
り
、
坐
薬

長
決
勝
戦
が
行
な
わ
れ
、
み
ご
と
大
蔵

会
が
優
勝
の
栄
誉
会
}
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

早
速
表
彰
式
に
移
り
、
竹
内
宏
町
長

よ
り
上
位
チ

i
ム
に
賞
状
と
賞
品
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

大

蔵

会

チ

i
ム

準
優
勝
寿
会
B
チ
i
ム

第
一
一
一
位
明
寿
会
チ
l
ム

な
お
、
上
位
ニ
チ

i
ム
は
水
戸
地
豆

大
会
い
県
大
会
へ
、
第
一
一
一
位
は
累
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

各
チ

l
ム
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

⑮ 

を
入
れ
て
み
た
が
、
熱
が
下
ら
な
か

っ
た
か
ら
:
:
:
と
云
っ
て
来
院
す
る

母
親
が
い
ま
す
。
た
だ
の
カ
ゼ
で

も
、
ウ
イ
ル
ス
の
勢
力
が
弱
ま
ら
な

い
間
は
熱
が
下
ら
な
い
し
、
下
熱
剤

は
体
温
中
枢
に
作
用
し
て
一
過
性
に

熱
を
下
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で

病
気
が
癒
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
だ
っ
て
こ
ん
な
に
高
い
熱
が
続
い

て
は
頭
が
パ
カ
に
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
か
?
」
熱
だ
け
で
頭
が
パ
カ
に
な

る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
そ
れ
で
は

頭
は
冷
や
し
た
方
が
?
氷
か
何
か
で

?
」
、
冷
や
す
と
熱
が
下
る
と
思
っ

て
い
る
様
で
す
が
、
気
分
が
良
い
だ

け
で
、
大
し
た
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
食
べ
物
は
何
が
い
い
ん
で
し
ょ
う

か
?
お
か
ゆ
か
何
か
:
:
:
?
」
、
カ

ロ
リ
ー
の
あ
る
物
を
食
べ
さ
せ
た
り
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
プ
リ
ン
な
ど
の

海
水
浴
シ

i
ズ
ン
を
前
に

時
民
挙
げ

恒
例
に
な
っ
た
町
民
挙
げ
て
の
大
掃

除
が
大
洗
町
全
町
内
会
長
・
大
洗
町
、
十
主

催
に
よ
り
、
去
る
6
月
刊
日
制
(
磯
浜

東
地
一
弘
)
6月
お
臼
同
(
磯
浜
西
地
区
)

7
月
7
日
岡
山
(
大
貫
・
夏
海
・
松
川
地

区
)
の
3
日
間
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
早
朝
無
線
放
送
を
合
図

に
各
地
匿
の
皆
さ
ん
は
作
業
に
入
り
、

せ
い
せ
い
す
る
も
の
を
や
っ
て
下
さ

い
。
「
熱
が
出
た
ん
で
涜
揚
し
て
き

ま
し
た
が
:
:
:
¥
数
日
間
便
秘
し

て
い
る
場
合
は
別
で
す
が
、
発
熱
却

涜
腸
と
一
)
品
、
主
ヲ
ん
方
は
間
違
い
で
す
。

か
と
云
っ
て
熱
が
あ
っ
て
も
全
く
心

配
は
な
い
と
云
う
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
時
の
小
児
の
症
状
、
顔
つ

き
を
観
察
し
て
み
て
下
さ
い
。

(
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕

今
年
も
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
て
今

大
洗
の
美
し
い
海
・
楽
し
い
夏
を
迎
、
之

る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
手

で
き
れ
い
に
し
、
清
潔
で
明
る
い
健
康

な
町
、
つ
く
り
を
し
ょ
、
っ
と
行
な
わ
れ
た

も
の
で
す
。

今
年
で
9
回
目
を
迎
え
た
大
掃
除
に

町
民
の
皆
さ
ん
も
す
っ
か
り
予
な
れ
た

も
の
で
、
町
内
の
道
路
・
測
溝
・
除
草

等
が
ま
た
た
く
ま
に
清
掃
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
3
日
間
に
処
理
さ
れ
た
汚
泥
・

除
草
等
は
2
t
ダ
ン
プ
捌
ム
口
・
空
缶
回

収
量
川
袋
も
の
量
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

な
お
、
今
年
も
こ
の
大
掃
除
に
次
の

団
体
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

O
大
洗
土
木
協
会

。
町
水
道
工
事
指
定
府

内
ゆ
A
ザ
命
相
A
明
A
四
A
W
A
ψ
A
V
A
ψ
A
ψ
A
ψ
A昨
冷
川
W

F
i
E
j指
慨
蹴
糊
蹴
鵬

卵
細
卵
師
側

鰍
側
駒

山
鱗
糊
問
問

第
叩
回
春
季
町
民
野
球
大
会
が
、
去

る
5
月
ロ
日
制
か
ら
5
月
町
四
日
制
ま
で

の
問
、
磯
小
・
南
中
各
グ
ラ
ン
ド
を
利

用
し
て
町
内
の
軟
式
野
球
目
チ

i
ム
に

よ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
雨
沢
久

夫
会
長
)
で
は
、
国
際
奉
仕
事
業
の
一

環
と
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
部
地
区

(
茨
城
・
栃
木
)
が
招
い
た
交
換
学
生

日
名
(
ア
メ
リ
カ
・
男
2
女
8
・
カ
ナ

ダ田刀
1
)
の
う
ち
、
-
名
の
学
生
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

ホ
i
ム
・
ス
テ
イ
先
は
磯
浜
町
四
・

野
手
医
院
に
決
ま
り
、
去
る
7
R凡
M
H

日

か
ら
四
日
ま
で
野
手
列
先
生
ご
夫
妻
が

ロパ

l
ト
・
テ
イ
ル
ビ

l
(
一
九
)
君
(
カ

ナ
ダ
)
を
お
世
話
さ
れ
ま
し
た
。

ロパ

i
ト
君
の
大
洗
で
の
生
活
は
、

目
白
朝
の
竹
内
町
長
表
敬
訪
問
に
始
ま

り
、
他
の
学
生
と
共
に
日
製
・
東
海
工

こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増

進
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
に
住
む

人
達
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
行
な
わ

れ
た
も
の
で
す
。

各
チ

l
ム
の
選
手
の
み
な
さ
ん
は
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
充
分
に
発
指
し
各

グ
ラ
ン
ド
で
は
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。最
終
日
の
5
月
初
日
に
は
準
決
勝
・

決
勝
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
巣
閉
山
自

工
チ

i
ム
が
優
勝
の
栄
誉
を
か
ち
と
り

ま
し
た
。
試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

悶

山

自

工

チ

l
ム

準
優
勝
ベ
ア

l
ズ
チ

i
ム

第
3
位
高
橋
農
機
チ
l
ム

若

波

チ

l
ム

偶
人
賛
意
高
殊
勲
一
選
手
賞
田
山
宏
(
田
山
皇
)

打
撃
賞
長
我
部
清
次
(
田
山
自
主
)

敢

闘

賞

庄

司

誠

(

ベ

ア

1
5

場
目
見
学
、
大
洗
サ
ン
ピ

l
チ
で
の
海
水

浴
と
地
曳
き
網
、
知
事
表
敬
訪
問
、
水

戸
市
内
観
光
、
笠
間
陶
芸
見
学
、
等
6

日
聞
の
臼
程
も
ビ
ッ
シ
リ
、
し
か
し
、

そ
こ
は
若
さ
で
元
気
に
毎
日
の
日
程
を

楽
し
く
消
化
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
訪
日
夜
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
皆

さ
ん
の
肝
入
り
で
、
大
洗
一
中
の
剣
道

練
習
を
回
見
学
し
ま
し
た
が
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
剣
道
の
稽
台
着
と
袴
を
つ
け

て
大
喜
び
で
し
た
。

日
目
、
善
意
の
皆
さ
ん
に
見
送
ら
れ

一
行
と
共
に
日
光
に
発
っ
た
ロ
パ

i
ト

君
に
は
、
大
洗
で
の
楽
し
か
っ
た
生
活

が
一
生
心
に
残
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
大
洗
ロ

l
タ
リ

i
ク
ラ
ブ
で

は
、
去
る
6
月
幻
自
、
恒
例
の
職
業
奉

仕
者
表
彰
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
の
職
場
で
永
年
に
一
日
一

っ
て
一
意
専
心
そ
の
職
に
励
ま
れ
、
他

の
模
範
と
な
っ
た
人
々
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
本
年
度
は
次
の
2
名
が
受
賞
し
、

例
会
の
席
上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受

賞

者

鈴
木
博
之

杉
山
り
、
え
子

大
洗
町
役
場
勤
務

大
洗
町
役
場
勤
務

平

和

太

郎

も

交
通
安
全
運
動
に

一

役

夏
に
な
る
と
子
供
達
の
行
動
範
囲
も

広
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
子
供
の
行
動
特
性
と
し
て
、

一
つ
の
こ
と
に
注
意
が
向
く
と
他
の
こ

と
に
気
が
田
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も

の
で
す
。

⑨ 

年
金
@
手
当

共
済
制
度

障
害
年
金
(
拠
出
制
)

対
象
者
国
民
年
金
に
加
入
し
て

お
り
、
障
害
の
程
度
が
つ
ぎ
の

一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
方

内
容
〈
一
級
〉
重
度
の
障
害

(
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳

一
級
・
ニ
級
及
び
向
程
度
の
精

神
障
官
官
)

〈
一
一
級
〉
中
度
の
障
筈
(
お
お

む
ね
身
体
揮
害
者
手
帳
一
一
一
級
・

四
級
の
一
部
及
び
間
程
度
の
精

神
樟
袋
一
同
)

年
金
額
一
級
七
一
七
、
三

0
0

円
、
ニ
級
五
七
一
一
一
、
八

O
O円

三
か
月
分
ま
と
め
て
一
二
・
六
・

九
・
十
二
月
に
支
払
い
ま
す
。

窓
口
役
場
住
民
課
・
県
国
民

年
金
課

手
続
方
法

診
断
書

印

鑑

児
童
扶
養
手
当

対
象
者
父
親
が
重
度
の
障
害
者

で
あ
る
家
庭
の
母
親
又
は
母
親

に
代
り
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
等

支
給
制
限
母
親
本
人
若
し
く
は

養
育
者
又
は
そ
の
配
偶
者
若
し

く
は
扶
養
義
務
者
に
一
定
額
以

上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
支
給

停
止
と
な
り
ま
す
。

手
当
額
扶
養
児
章
一
人
の
場
合

月
額
三
一
一
、
七

O
O円

二
人
の
場
合
月
額
一
一
一
七
、
七

0
0

転
が
っ
た
ボ

i
ル
を
追
っ
て
、
道
路

へ
の
急
な
飛
び
出
し
な
ど
が
そ
の
例
で

す。
去
る
6
月
5
日
、
町
立
第
一
保
育
所

で
は
保
育
児
支
の
交
通
安
全
に
対
す
る

関
心
度
を
高
め
よ
う
と
、
初
歩
的
な
交

通
安
全
指
導
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
腹
話
術
の
一
平
和
太
郎
も

一
役
を
か
い
、
赤
・
青
・
寅
の
ヒ
モ
を

使
つ
て
の
手
品
や
可
愛
い
人
形
の
太
郎

君
を
と
お
し
て
、
子
供
達
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

円
、
一
二
人
目
よ
り
一
人
に
つ
き

月
額
二
、

0
0
0円
を
加
算

窓
口
役
場
厚
生
課
・
県
婦
人

児
童
課

手
続
方
法
手
帳
・
一
戸
籍
謄
本
・

所
得
証
明
・
印
鑑

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
者
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
却
歳
未
満
の
障
害
児
を
養

育
し
て
い
る
保
護
者

①
療
育
予
棋
の
判
定
が
「
③
」

「
A
」「
B
」
程
度
の
精
神
薄

弱
(
重
複
障
害
を
含
む
)
又

は
間
程
度
の
精
神
障
害
が
あ

る
方

m
Y身
樟
手
帳
一
一
級
j
三
級
程
度

の
方
(
内
科
的
疾
患
を
含
む
)

支
給
制
限
次
の
場
合
に
は
手
当

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
本
人
な
ど
の
前
年
の
所
得
が

一
定
限
度
額
以
上
の
場
合

②
障
答
児
が
施
設
に
入
所
し
て

い
る
期
間

③
{
疋
め
ら
れ
た
他
の
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合

支
給
額
一
級
月
額
三
九
、
八

0
0

円
、
ニ
級
月
額
一
一
六
、
五

0
0

円
四
か
月
分
ま
と
め
て
四
・
八
-

十
二
月
に
支
払
い
ま
す
。

窓

口

役

場

厚

生

課

鶏設哲輯饗



~"\ らあおお 第164号 (4)

平和の女神

舘
知
的
。
圏

広
告
祭
磯
節
盆
踊
り
大
会

港
湾
整
備
の
為
め
、
時
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
海
水
浴
場
大
洗
サ
ン
ピ

ー
チ
に
於
て
盆
踊
り
大
会
が
復
活
い
た
し
ま
す
。

大
会
本
番
の
孔
日
(
日
)
に
は
踊
り
審
査
が
あ
り
団
体
・
個
人
の
各
賞
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
振
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

仮
装
に
よ
る
踊
り
大
い
に
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

女
実
施
臼
時

8
月
初
日
(
土
)

8
月
日
日
(
日
)

午
後
6
時
開
始

大
洗
サ
ン
ビ

l
チ

品
問
実
施
場
所

八
朔
祭
歩
行
者
天
国
実
現
す
る
グ

商
工
会
青
年
部
の
熱
意
に
よ
り
永
町
通
り
に
歩
行
者
天
国
が
い
よ
い
よ
実
現

い
た
し
ま
す
。

青
年
部
で
は
県
を
代
表
す
る
観
光
地
と
し
て
の
笈
季
行
事
と
し
て
、
氷
年
の
念

願
で
も
あ
り
、
又
、
本
年
は
北
海
道
1
大
洗
間
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
就
航
、
大
洗
鹿

島
線
開
通
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
歩
行
者
天
国
を
計
画
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
町
役
場
を
は
じ
め
、
警
察
{
呂
幹
部
派
出
所
、
茨
城
交
通
、
観

光
協
会
、
商
工
会
等
の
ご
支
援
に
よ
り
実
現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
、
観
光
客
の
皆
様
に
ご
満
足
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
部
員
一
一
同
頑
張

り
ま
す
の
で
ご
期
待
下
き
い
。

品
開
実
施
日
時

8
月
お
日
(
日
)

午
後
3
時
j
午
後
9
時

女
実
施
場
所
(
区
間
)
若
見
屋
旅
館

l
a進
旅
館

女
催
し
も
の

O
青
年
部
タ
ぐ
れ
市

0
7
1
チ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

O
み
こ
し
パ
レ

i
ド

O
バ
ン
ド
生
演
奏

。
荒
磯
太
鼓

O
カ
ラ
オ
ケ
大
会

e
t
c

(
商
工
会
青
年
部
〕

港
湾
関
連
施
設
建
設
中
の
お
し
ら
せ戸/

昭和60.1j:.8月1日

産~
塑

町
営
公
圏
墓
地
入
よ
れ
ソ

墓
地
内
ま
で
の
車
輔
交
通

規
制
に
つ
い
て

来
る
八
丹
4

十
三
日
よ
り
月
お
く
れ
盆

に
入
り
町
営
墓
地
内
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
町
で
は
次
の
と
お
り
墓
地

内
ま
で
の
道
路
に
つ
い
て
交
通
規
制
を

い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
一

、

期

日
8
月
日
日

1

8
月
日
日

(
3
日
間
)

一
、
規
制
時
間

午
後
4
時
却
分
j
午
後
8
時

一
、
対
象
車
輯

全
平
輔
(
自
転
車
を
含
む
)

大洗町営公園纂1也

最近増えているバイク・カラオケ等による近隣騒音問題一。

近所からの気になる音がある場合には、相手に穂やかに話し

カミけてλkましょう。

このような言活また、

をもちかけられたら、

謙虚によく話を聞い

てみて、相手の立場

を考占えましょう。言舌

し合うと意外に簡単

に解決することもあ

ります。

'"訓告?内毒事

大洗文化センタ-8丹分行事予定表
イ量所1曇{崖関名事{催喜善始時間

とて対後管倉く連茨建タ 呈
で、応の理産み会城設 i現し本
し…す活棟(あキ土県中ミ在て年
よ役る発で約いで経のナ、お三
つを施なあ 300流あ済施ルフり月
。担設物り坪通る連設近エまの
っと流、)鮒茨のはくリすフ
こしに今との城関、に l 。エ

就
航

よ
り

大
洗
港
も
物
流
基
土也
と
し
て
i活
戸一信
夫、

を

B イ量関

健康体操及び

子どもを対象にバレエ講習実技を行なう
リハ サノレ室三ミ

主教二Lレノ、ミ
13: 00-
9 : 00-

8丹1， 5， 22， 288 
8月7，8，9，10，18司

ホール

リハーサル室

ホール・ステージ

のみ使用

オス 一一 ノレ
大会議室
リハーサノレ室

ホール・大会議室

リハーサル妥・大会議室

オス ーー~ ノレ
大会議室
リハーサノレ室

ホ jレ

大会議室・リハーサル室

大会議室

リハーサル室

ン発表会

社員研修会

会員によるピアノ・ニLレクト

2主議戸、
ヱス大ノエどア水郷社員研修会

ピアノ・エレクトーン発表会

13 : 00-

9 : 00-

(日)

常陸太忠市民吹奏楽悶練資会習j車楽奏ujz 9 : 00-

大洗町における交通事故の発生状況
精神薄弱教育研究茨城大会

関東甲信越地区第19悶精神薄
弱教育研究協議会茨城大会

9 : 00-

8月4日

8月11日(日)

8月136 (火)
8月146 (オに)
8月156 (オミ)

8月19日(月)
8月20日(火)

8月22日(木)
8 fl23日(金)

(60.6月現在)

ヱド 数ifti主増前年同期年
教育研修会関ブロ自主編成講座13 : 00-

5 ( 5) 4 (38) 9 (43) 発生件数
こどもたちの民謡・民舞大会

第 2図

磯節とt¥';諮・民舞こども大会
10: 00-土8月24日

)
 

1
3
4
 
(
 
nu 

)
 
ハU(
 
ハU)

 
-Bム(
 

凡
U数者死教員研修会学湾指導改善講座

9 : 30-
13: 00-

(火)8月27El 

13 (15) 

※( )内は累計を示す。

“毎月1日は突通安全の日"“あなだが築<突通安全"

5 (47) 18 (62) 負傷者数教員研修会

8月31臼 映画「塩狩峠」~ 議Z斗
ヨス大

学習指導改善講座

L>. 
Z三三函狭

9 : 00-

18: 00-

木
ι

土

8月29日

9 9 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 月
/ 
(大/)3 
/ / 

仕/)24 (ね かぬ/21 
/ / 

(月/)12 臼/i10 ω/ 6 (士/)3 
/ 

在ぬ11 (土)31 (刈27 ω20 住)17 日

機 機 機 機 機 中日一 機 機 母 機 機 機
事

言E 古色 能 古E 言E 歳 自主 能 能 能 能 古告

回 回 [HJ 回 図 ノ児月カ、 三ロかヨシ E耳 回 子 回 回 間
f夏 f夏 f星 f夏 復 査 f夏 復 f夏 復 f霊

業
本目

自11 言1 言11 言11 司H
健ミロヨFシL 

及 割| 司11 司q 言111 言11
名練 車京 練、 練 線 談ぴ 練 練 さ員火.k 練 京集 練

者する害者湾 者する害者障 者する者答|産 す者る害者F章 者する害者障
J前 成

す者る寄者i寄 者する害者障
母
す者る答者際 者する者害i箪 す者る害者障歳 人 性

ノ月カ、 病患
及

対で (で てが て事 で で で び で で (で

機能 専r~ 機能 機ムnh z 機能 機能 者
機目告 機能

芋L
機能 機能 導F可機能児 及 幼

[HJ 
療法復包

問 図 回 革主 び 回 [HJ 児

復維回訓を

復回
τ療法t復割回| 

象
復言11 刻復 復訓| 

f霊 生 f童
f主是111 士吉11 言11 日 時主 司1 言11

事車 来線 線 練 練 f主 線;
練を

4東 来線
を 所を を を を 逮 民 を を 所を

名必 )必 必 必 必 し 必 必 必 必 )必

聖書 要 要 要 婆 Tこ 要 要 重喜 望号 要
と と と と と 者 と と と と と

9 1 9 9 9 1 1 9 9 9 9 9 1 バJロ乙L 
11時 3時 11s寺 11持 11時 2時 2 s寺 11s寺 11時 11 時 lls寺 lls寺 3 s寺
s;'f 00 待。。 時00 日寺00待。。 日寺 15 E寺15 時00 H寺00 日寺00 告寺00待。。 時00 イ時寸
30分 00分 30分 30分 30分 15分 15分 30分 30分 30分 30分 30分 00分
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 関

「
胃
ガ
ン
」
集
団
山
検
診
の

お
知
ら
せ

O
検
診
日
及
び
場
所

8
月
出
日
(
月
)
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

O
受
付
時
間

午
前
6
時
よ
り
午
前
7
時
却
分
ま
で

O
対

象
大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る

ω歳
以
上
の
方

O
料

金

無

料

O
申
込
場
所
及
び
方
法

8
月
初
日
(
火
)
ま
で
に
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
込
み
下
さ
い
。

(
電
話
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
)

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

マ
ナ
i
を
守
つ
て

楽
し
い
思
い
出

づ
く
り
を


